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鹿島分署にＣＡＦＳ付消防ポンプ自動車を配備鹿島分署にＣＡＦＳ付消防ポンプ自動車を配備
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　平成 28年 12月13日、南相馬市消防・防災センターで配車式を行い、鹿島分署にＣＡ
ＦＳ付消防ポンプ自動車を配備しました。
　ＣＡＦＳ（キャフス）とは、Ｃコンプレッサー、Ａエアー、Ｆフォーム、Ｓシステムの略で、
水と薬剤を混ぜて、コンプレッサーで空気を混合し、消火に効果的な粘着性のある泡を放
射するシステムです。泡を使用した消火は、水だけの消火に比べて使用する水量が少なく、
水を無駄なく有効活用して消火できるため、放水時間の延長と水損防止にもつながります。
　この車両には、電動ホースカーや吸管巻取り装置も装備しており、ホース延長や吸管操
作のスピードアップが図られるとともに、小型の水槽を装備したことにより、現場において
即時に放水することが可能となりました。
　地域住民の安心・安全を守るため、これからも消防力の充実・強化に努めてまいります。
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組合の財政状況をお知らせします組合の財政状況をお知らせします
　相馬地方広域市町村圏組合では、財政状況の作成及び公表に関する条例に基づき、年２回財政公表
をしています。今回は､ 平成２７年度各会計決算のあらましと平成２８年度上半期の予算執行状況に
ついてお知らせします。

　東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故から５年が経過し、構成市町村においては被災された
方々の生活再建と地域の復旧・復興が着実に進められているものの、風評被害等による原子力災害の
影響は長期化しており、依然として厳しい行政運営が続いています。平成２７年度の予算執行にあたっ
ては、事務事業の見直しと経費節減に努めながら、圏域住民が安全で安心して暮らせる地域づくりを
推進してまいりました。各会計の決算状況は次のとおりです。

平成27年度における主要事業

一般会計

平成28年度上半期の予算執行状況

平成27年度決算

■ 組合債の状況 ■ 組合所有財産の状況

会   計 予 算 現 額 収 入 済 額 収 入 率 支 出 済 額 執 行 率

一 般 会 計 19億1,965万6千円 10億　484万1千円 52.3% 6億7,410万円 35.1%
看護専門学校特別会計 2億7,618万2千円 1億7,786万5千円 64.4% 1億1,820万円 42.8%

合　　　計 21億9,583万8千円 11億8,270万6千円 53.9% 7億9,230万円 36.1%

会   計 予 算 現 額 歳 入 決 算 額 収 入 率 歳 出 決 算 額 執 行 率

一 般 会 計 16億7,789万2千円 16億8,945万4千円 100.7% 15億7,423万5千円 93.8%
看護専門学校特別会計 2億6,877万3千円 2億7,037万0千円 100.6% 2億3,139万1千円 86.1%

合　　　計 19億4,666万5千円 19億5,982万4千円 100.7% 18億0,562万6千円 92.8%

科 目 事 　 業 　 名 事 業 費

総　務　費  相馬地方介護職員初任者研修事業 209万4千円
衛　生　費  救急医療対策事業 3,923万2千円
消　防　費  消防車両取得事業（小型水槽付消防ポンプ車ほか） 1億1,529万0千円

区    分 未償還元金

消 防 施 設 整 備 事 業 債 2億3,357万 2千円

看 護 専 門 学 校 整 備 事 業 債 1億8,106万 6千円

合　　　計 4億 1,463万 8千円

土　　　地 10,940.09㎡
建　　　物 6,596.45㎡
有 価 証 券 786万円
自　動　車 46台

（平成 28 年 9 月末日現在）

（平成 28 年 9 月末日現在）（平成 28 年 9 月末日現在）

歳入歳出差引残額
(翌年度繰越額 )

1億 1,521万 9千円

歳入総額歳入総額
1616億億8,9458,945万万44千円千円

分担金及び負担金分担金及び負担金
1313億億5,6755,675万万11千円千円

（（80.3%80.3%））

諸収入等諸収入等
7,2017,201万万77千円千円
（4.3%）（4.3%）

議会費議会費
195195万万33千円千円
（0.1%）（0.1%）

組合債組合債
1,2601,260万円万円
（0.7%）（0.7%）

総務費総務費
6,8516,851万円万円
（4.4%）（4.4%）

国県支出金国県支出金
１１億億504504万円万円11千円千円

（6.2%）（6.2%）
衛生費衛生費

3,9253,925万円万円
（2.5%）（2.5%）

使用料及び手数料使用料及び手数料
410410万万44千円千円
（0.3%）（0.3%）

繰越金繰越金
１１億億3,8943,894万円万円11千円千円

（8.2%）（8.2%）

公債費公債費
5,7095,709万万44千円千円
（3.6%）（3.6%）

歳出総額歳出総額
1515億億7,4237,423万万55千円千円

消　防　費消　防　費
1414億億742742万万88千円千円

（（89.4%89.4%））
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組合職員の給料などを公表します組合職員の給料などを公表します
　相馬地方広域市町村圏組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、人事行政の
運営等の状況について公表します。

※平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、
住居手当、時間外勤務手当等の諸手当の額を合計したもので、
期末・勤勉手当、退職手当及び児童手当を含みません。

（１）職員給与等の状況（平成28年度予算）
　　 ①期末・勤勉手当の状況（平成 28 年４月１日現在）

　　 ①平均給料月額の状況（平成 28 年４月１日）
　　 ②特別職の報酬の状況（平成 28 年４月１日現在）

　　 ②職員の初任給の状況（平成 28 年４月１日現在）

２　職員の給与の状況
（３）職員の手当の状況

１　職員の任免及び職員数に関する状況

（２）職員の平均給料月額、初任給の状況

区　　分 人数・金額等

職　 員　 数   (A) 169人

給 料 6億5,601万5千円

職 員 手 当 1億5,779万9千円

期 末・ 勤 勉 手 当 2億3,212万3千円

合　　　　　 計 (B) 9億9,593万7千円

1人当たりの給与費 (B/A) 589万3千円

区　　分 支給月数

期 末 手 当 2.55月分

勤 勉 手 当 1.60月分

合　　　計 4.15月分

（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等による加算措置
　・職務加算５～ 20%

区　　分 人　数

平成 27 年４月１日現在の職員数 168人

退職者等（H27.4.1 ～ H28.3.31） 5人

採 用 者 等（H27.4.2 ～ H28.4.1） 5人

平成 28 年４月１日現在の職員数 168人

増　　　　　減　　　　　数 0人

区　　分 一 般 行 政 職 消　 防　 職

平 均 年 齢 41.03歳 37.09歳

平均給料月額 332,033円 292,261円

平均給与月額 392,350円 367,157円

区　　分 人 数 報　　　酬

管　 理　 者 1人 な　し

副 管 理 者 3人 な　し

議　　　 長 1人 年 額   70,000円

副　 議　 長 1人 年 額   65,000円

議　　　 員 10人 年 額   60,000円

区　　分 相馬地方広域
市町村圏組合 福 島 県

一般行政職
消　防　職

高校卒 148,700円 153,200円

大学卒 181,700円 188,400円

熊本地震災害へ義援金を贈りました熊本地震災害へ義援金を贈りました
　相馬看護専門学校では、平成 28 年 10 月 2 日に
開催した「相看祭」のバザー売上金 156,345 円の
全額を熊本地震災害への義援金として相馬市社会
福祉協議会に寄託しました。
　東日本大震災の際にいただいたご支援へのお返
しと、熊本地震からの復旧・復興に少しでもお役
に立てればとの想いを込めて、相看祭実行委員会
を代表し、委員長の小野温子さん（2年）とバザー
担当の早川和見さん（2年）が、相馬市社会福祉
協議会の只野裕一会長に義援金を手渡しました。 只野会長に義援金を手渡した

小野さんと早川さん
「相看祭」のバザーの様子
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最優秀賞に選ばれた横田消防士長

新地分署

飯舘分署

　組合では、平成 30 年４月１日付けで採用する消防
職員の募集を下記のとおり予定しています。
　なお、詳細は組合ホームページでお知らせします。

【問合せ先】　事務局総務課　
TEL0244-35-0211　FAX0244-36-8932
URL　http://www.soma-area.jp/

職　　 種 採用予定人員 募集要項配布時期

消 防 職 員 2名 平成29年７月

　平成２８年１１月１９日、南相馬市の原町生涯学習セン
ター（サンライフ南相馬）において、「第４０回相馬地方広
域消防職員意見発表会」を開催しました。
　各消防署・分署から出場した８名の職員が、日頃の災害
現場での活動や一般業務で経験した事案から住民の安全・
安心への提言を行いました。
　最優秀賞には「命を救う消防防災アプリ」と題し、大規
模災害時に活用できるスマートフォンのアプリを提案した
南相馬消防署の横田寿彦消防士長が選ばれました。優秀
賞には相馬消防署新地分署の三浦大智消防士長、努力賞
には南相馬消防署の只野孝太郎消防士が入賞しました。
　最優秀賞に選ばれた横田消防士長は、２月１６日に福島
市で開催される県大会に出場します。

　平成２８年１０月２７日、南相馬市鹿島区上栃窪地内の
山林において、福島県消防防災航空隊と合同で山岳救助訓
練を実施しました。
　今回の訓練は、山間部という環境下での捜索及び救助
活動における必要な知識や技術の向上を目的として、災害
現場での活動経験の少ない若手職員を対象に総勢３９名が
参加しており、消防防災ヘリコプター要請時における航空
隊員と消防職員の連携を円滑に図るための訓練も併せて行
いました。
　現場活動に活かされるよう、これからも救助訓練を通し
て技術の向上を目指してまいります。

　新地分署及び飯舘分署は、建て替えにより新たな庁舎
で業務を行っており、引き続き地域住民の安心・安全の確
保に努めてまいります。
　相馬地方広域消防の署・分署庁舎の改築は、平成２９年
度に予定している鹿島分署をもって完了し、消防体制のよ
り一層の充実・強化が図られることになります。
　各庁舎は、男性職員とともに女性職員も活躍できるよう
女性専用スペース（仮眠室・シャワールーム・更衣室等）
を完備するなど、勤務環境の向上にも取り組んでいます。

以前の庁舎から約５００ｍ北側の国道６号線沿い
に移転しました。
【新住所】新地町谷地小屋字中田５５番地
※TEL・FAX番号の変更はありません。
TEL 0244-62-2117/ FAX 0244-62-5060

以前の庁舎の西側に移転しました。
※住所・TEL・FAX番号の変更はありません。

住所 飯舘村草野字大師堂１４
TEL 0244-42-0119/FAX 0244-42-1115

分署移転のお知らせ分署移転のお知らせ消防職員意見発表会を開催消防職員意見発表会を開催

山岳救助訓練を実施山岳救助訓練を実施


